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中
国
の
対
外
関
係
を
み
る
時
、
毛
沢
東

指
導
下
に
革
命
と
社
会
主
義
を
追
求
し
て

い
た
中
国
は
、
閉
鎖
的
で
孤
立
し
て
い
た
。

一
方
、

小
平
と
そ
の
後
継
者
た
ち
が
経

済
発
展
を
追
求
す
る
「
改
革
開
放
」
の
時

代
は
、
国
際
化
が
進
め
ら
れ
た
時
代
に
あ

た
る
。
孤
立
か
ら
国
際
化
へ
の
転
換
は
一

九
七
八
年
末
の
対
外
開
放
政
策
の
採
択
に

始
ま
る
。
一
九
八
○
年
代
、
中
国
は
対
外

政
策
を
ど
こ
ま
で
開
放
す
る
か
戸
惑
い
な

が
ら
進
め
、
そ
れ
に
対
す
る
国
際
社
会
も

対
応
に
苦
慮
し
て
い
た
。
中
国
の
国
際
社

会
で
の
位
置
付
け
も
不
安
定
で
あ
り
、
そ

れ
は
一
九
八
九
年
の
天
安
門
事
件
で
一
気

に
顕
在
化
す
る
。
し
か
し
、
一
九
九
二
年

以
降
、
再
び
改
革
開
放
政
策
が
推
し
進
め

ら
れ
、
め
ざ
ま
し
い
経
済
発
展
に
と
も
な

っ
て
開
放
政
策
が
定
着
す
る
。
国
際
社
会

に
お
け
る
中
国
の
地
位
も
向
上
、
安
定
し

て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
中
国
と
近
隣

諸
国
の
地
域
協
力
組
織
で
あ
る
東
南
ア
ジ

ア
諸
国
連
合
（
以
下
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
と
の

外
交
関
係
に
関
す
る
最
近
の
文
献
を
紹
介

し
た
い
。

ま
ず
、
田
中
恭
子
編
『
国
際
関
係｜

ア

ジ
ア
太
平
洋
の
地
域
秩
序
』（
現
代
中
国

の
構
造
変
動
８　

東
京
大
学
出
版
会　

二

○
○
一
年
）
は
、
改
革
開
放
期
の
中
国
と

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
と
の
対
外
関
係
を
著

し
た
も
の
で
あ
る
。

序
章
で
は
、
一
九
九
○
年
代
の
東
ア
ジ

ア
国
際
政
治
に
お
い
て
多
角
的
な
枠
組
み

が
相
次
い
で
出
現
し
た
こ
と
を
述
べ
て
い

る
。
一
九
八
九
年
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済

閣
僚
会
議
（
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）、
一
九
九
○
年

代
に
入
っ
て
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
フ
ォ
ー

ラ
ム
（
Ａ
Ｒ
Ｆ
）、
ア
ジ
ア｜

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

会
合
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｍ
）、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３

（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
日
中
韓
）。
い
ず
れ
も

協
議
体
で
き
わ
め
て
緩
や
か
な
枠
組
み
で

あ
る
。
い
わ
ゆ
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
流
と
言
わ

れ
る
方
式
、
合
意
可
能
な
問
題
の
み
協
議

し
、
そ
う
し
た
協
議
の
積
み
重
ね
に
よ
っ

て
、
参
加
各
国
間
の
信
頼
を
醸
成
し
、
で

き
る
範
囲
で
徐
々
に
条
約
協
定
を
結
ぶ
と

い
う
手
法
を
と
る
。
そ
し
て
、
長
期
的
に

は
よ
り
緊
密
な
多
国
間
協
力
を
目
指
す
体

制
で
あ
る
と
解
説
し
て
い
る
。

特
に
、
中
国
は
元
来
二
国
間
関
係
に
固

執
す
る
傾
向
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
が
一
九
九
○
年
代
に
入
っ
て
前
述
の

多
国
的
枠
組
み
に
積
極
的
に
参
加
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
そ
の
経
緯
や
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

等
の
近
隣
諸
国
の
対
外
認
識
の
変
化
に
つ

い
て
も
本
書
は
分
析
し
て
い
る
。

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
の
多
国
間
協
力
に
当
初

消
極
的
で
あ
っ
た
中
国
が
、
自
ら
の
脅
威

論
を
払
拭
す
べ
く
多
国
間
協
議
の
中
に
身

を
お
い
て
い
く
。
ま
た
、
中
国
が
離
反
し

な
い
よ
う
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
が
共
通
の
ル

ー
ル
で
信
頼
を
醸
成
す
る
。
そ
し
て
、
安

全
保
障
面
で
の
Ａ
Ｒ
Ｆ
そ
の
も
の
を
も
っ

と
活
性
化
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
と
示

唆
し
て
い
る
。

黒
柳
米
司
編
著
『
ア
ジ
ア
地
域
秩
序
と

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
挑
戦｜

「
東
ア
ジ
ア
共
同

体
」
を
め
ざ
し
て
』（
明
石
書
店　

二
○

○
五
年
）
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
誕
生
か
ら

一
九
九
七
年
の
ア
ジ
ア
金
融
危
機
を
経
て

再
起
す
る
ま
で
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
を
総

合
的
に
回
顧
し
、
こ
れ
を
取
り
巻
く
地
域

国
際
環
境
の
中
で
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
地
域

の
安
定
・
平
和
・
発
展
に
向
け
て
何
を
な

す
べ
き
か
、
考
察
し
て
い
る
。　

冒
頭
で
は
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ　

Ｗ
ａ
ｙ
」

と
い
う
こ
の
地
域
協
力
機
構
独
自
の
行
動

原
理
の
説
明
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
前
掲
書

の
協
議
体
と
し
て
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
解
釈

に
も
通
じ
る
。
著
者
は
、
そ
の
行
動
原
理

と
し
て
、
平
和
的
解
決
・
内
政
不
干
渉
、

協
議
を
通
じ
た
全
員
一
致
の
原
則
、
論
争

よ
り
根
回
し
重
視
等
を
あ
げ
て
い
る
。
そ

し
て
、
こ
の
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ　

Ｗ
ａ
ｙ
」

が
、
当
初
中
国
に
対
し
警
戒
感
を
抱
い
て

い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
地
域
的
枠

組
み
に
中
国
を
導
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

第
二
章
「
中
国
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ｜

対
立

か
ら
パ
ー
ト
ナ
ー
へ
」
で
は
、
昨
今
の
中

国
の
積
極
的
な
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
外
交
を
論
じ

て
い
る
。
一
九
九
○
年
代
後
半
か
ら
消
極

的
で
あ
っ
た
中
国
の
姿
勢
が
変
化
す
る
。

そ
し
て
、
二
○
○
三
年
一
○
月
、「
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
１
」
で
東
南
ア
ジ
ア
友
好
協
力

条
約
（
Ｔ
Ａ
Ｃ
）
に
加
盟
、「
平
和
と
繁

栄
の
た
め
の
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

に
関
す
る
共
同
宣
言
」
に
も
署
名
し
、
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
を
よ
り
重
視
す
る
中
国
政

府
の
外
交
姿
勢
を
示
し
た
。

ま
た
、
中
国
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
政
策
に
は

国
際
経
済
と
の
相
互
依
存
の
深
化
と
い
う

背
景
も
あ
る
。
双
方
と
も
利
益
を
共
有
し
、

そ
れ
を
増
大
さ
せ
て
い
く
意
図
が
あ
り
、

こ
ち
ら
は
自
由
貿
易
協
定
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
に

繋
が
る
。
二
○
○
二
年
一
一
月
に
は
、
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
中
国
首
脳
会
談
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

＋
１
）
に
お
い
て
、
二
○
一
五
年
ま
で
に

関
税
撤
廃
を
目
指
す
こ
と
で
合
意
し
た
。

最
後
に
三
点
紹
介
す
る
。

小
島
朋
之
・
武
田
い
さ
み
共
編
『
東
ア

ジ
ア
の
安
全
保
障
』（
国
際
関
係
学
叢
書
６　

南
窓
社　

二
○
○
二
年
）
は
、
東
ア
ジ
ア

で
存
在
感
を
増
す
中
国
の
「
全
方
位
」
協

調
外
交
や
世
界
経
済
の
中
で
の
中
国
と
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
つ
い
て
、
論
じ
て
い
る
。
国

分
良
成
編
『
中
国
政
治
と
東
ア
ジ
ア
』（
現

代
東
ア
ジ
ア
と
日
本
２　

慶
應
義
塾
大
学

出
版
会　

二
○
○
四
年
）
は
、
中
国
の
国

内
政
治
と
東
ア
ジ
ア
国
際
関
係
に
関
す
る

一
五
の
論
文
を
収
録
、
中
国
・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
の
関
係
強
化
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い

る
。
関
根
政
美
・
山
本
信
人
編
『
海
域
ア

ジ
ア
』（
現
代
東
ア
ジ
ア
と
日
本
４　

慶

應
義
塾
大
学
出
版
会　

二
○
○
四
年
）
は
、

第
一
章
「
ア
ジ
ア
に
お
け
る
地
域
主
義
の

展
開
」
で
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
を
含
む
地
域
的
枠

組
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
お
り
興
味
深
い
。

（
こ 

ん
ど
う　

き
ょ
う
こ
／
ア
ジ
ア
経

済
研
究
所
研
究
支
援
部
）

レ
フ
ァ
レ
ン
ス

コ
ー
ナ
ー

冷
戦
後
の
東
ア
ジ
ア

の
国
際
政
治̶

中
国

と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ近

藤
恭
子


